
 

 

 

 

 

 

 
 

      

楽しく、自分らしく、かわいがられて生きていく人に 

～卒業証書授与式に寄せて～ 

校長 飯 出 広 行 

 厳しい冬の時期を超え、春の息吹を感じる佳き日に、令和５年度北海道今金高等養護学校第 25 回卒

業証書授与式を挙行しました。卒業生の皆さん及び保護者の皆様、御卒業おめでとうございます。 

 今年度卒業証書が授与された 15 名は、新型コロナウイルス感染症のいわゆるコロナ禍の中で入学し

てきました。それ以来三年間、「ウィズコロナ」「アフターコロナ」を経験した学年であります。そ

んな環境や状況の中でも、皆さんはあきらめたり、くじけたりすることなく、どんな環境や状況でも

「全力（ベスト）を尽くし、最後までやりぬく」姿を見せてくれました。特に、最後の体育祭や学校

祭での三年生の姿は、最後の競技や演技・発表にふさわしい、素晴らしいものでした。校長先生は、

皆さんの姿から元気や勇気をもらいました。来賓の方、参観者には、元気や勇気に加えて、感動をお

届けすることができました。このように、皆さんには、周りの人に、元気や勇気、感動を与える力が

あるのです。自信をもってください。そして、こうして今金高等養護学校の伝統は三年生から一・二

年生に受け継がれていくことも実感しました。 

 卒業生がこれから進む社会は、変化が著しいものとなっています。急速な少子高齢化による生産年

齢人口の減少・グローバル化の進展や情報化等の技術革新による社会構造や雇用環境の変化といった

これまでに経験したことのない予測困難な時代といわれています。この予測困難な時代を、たくまし

く生き抜いていくためには、自ら考え、判断し、決定し、自ら行動することが必要です。そのうえ

で、課題や問題を発見し、その解決に向けて最後まで努力し続けることが必要となります。まさに、

本校の校訓である「自ら行動し 最後まで努力する人」となることです。 

 最後に卒業生にこの言葉を贈ります。「楽しく、自分らしく、かわいがられて生きていく人に」。 

 そのために、二つのことをお伝えします。まず、一つ目は「自分自身を大切に」してください。自

分自身を大切にするということは、命を大切にすることです。さらには、法に触れるようなことも自

分自身を傷付けることになります。当然、交通事故などの事故にも気を付けてください。何があって

も自分を大切にし、自分を傷付けるようなことが決してないようにしてください。 

 二つ目は、「凡事徹底」です。凡事徹底とは、当たり前のことを当たり前に徹底的に行うことがで

きることです。この当たり前は、挨拶であったり、返事であったり、掃除であったり、ごみ拾いであ

ったり、毎日の学習であったりと、本当にごくごく当たり前のことを指します。そんな当たり前を当

たり前にできる人になってほしいと思います。この当たり前の積み重ねが大きなものとなり、人から

の信頼を得ることとなるのです。 

 卒業生の皆さんの御多幸を心より祈念しています。 
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「これまでの自分と、これからの自分を」 
３学年主任 西村 信隆 

 今、改めて 15 名一人ひとりの顔を思い浮かべると、本当に素敵な学年だったなと思います。個性に

あふれ、それぞれ輝く場面がたくさんありました。授業や行事などの学習活動をとおして、相手を尊

重する態度が見えたり、何かに挑戦しようとしたり、困っている仲間に手を差し伸べたりなど、生徒

の皆さんの成長を感じる場面がたくさんありました。その場面を見る度に、教師である喜びを感じる

ことができました。 

卒業生の皆さん、これから多くの人と出会い、多くのことを経験すると思います。困難と直面する

こともあるでしょう。それでも、日進月歩、自己を高める努力を惜しまない人でいてください。お互

い様の精神で、謙虚な気持ちを忘れないでください。人に優しく、相手を思いやる気持ちをもち続け

てください。きっと周りから愛される存在になると思います。 

皆さんとの出会いに改めて感謝いたします。卒業生の皆さんが新たなステージでも活躍されること

を期待しています。御卒業、おめでとうございます。 

最後になりますが、保護者の皆様、これまで多くの御協力をいただき、ありがとうございました。

至らない点も多くあったかと思いますが、皆様のお力添えのお陰で今日という日を迎えることができ

ました。今後も卒業生の皆さんの成長を陰ながら応援させていただきたいと思います。本当にありが

とうございました。 

 

 
 

 
３学年窯業科恒例の校内販売会が２月７日（水）に玄関ホール（学校）で行われました。３年間

お世話になった意味を込め窯業製品に加えインターネットから仕入れた商品（お菓子）を販売しま

した。新商品も加えたくさんの先生方に来ていただき販売を終えることができました。卒業後もお

客さんに喜んでもらえる商品作りをする気持ちを忘れずに頑張りたいと改めて感じました。 

 

 

 
 

 

 
 
 

 卒業生を送る会が、２月 21 日(水)に行われました。１年生は、学校祭での３年生の舞台発表を

パロディし、マジックやシガーボックスでステージを盛り上げました。２年生は、３年生にまつわ

る○×クイズや「未成年の主張～今養 ver～」などの出し物で卒業生の旅立ちを応援しました。ま

た卒業生からは、全員参加型の謎解きや３年生からの合唱で在校生へメッセージを送りました。 

生徒たちが協力しあい、笑いあり涙ありの素敵な「送る会」にすることができました。 
 

 

 
 

 


